


「八王子北高校、服のちからプロジェクト」の流れ 

平成24年3月  ・教育庁地域教育支援部生涯学習課より平成24年度「企業と連携した社会貢献活動にかかわる学習支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（ﾕﾆｸﾛ）」実施校の募集要項を受理。 

 ※ﾕﾆｸﾛの「全商品ﾘｻｲｸﾙ活動」〔衣料を国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）の協力を得て難民ｷｬﾝﾌﾟに贈る活動〕を中心とした学習支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

・上記プログラムが本校1学年「奉仕」における後期(10月以降)の取り組みにふさわしい内容（地域連携と国際貢献活動）と判断し応募する。 

平成24年4月  ・平成24年度「企業と連携した社会貢献活動にかかわる学習支援プログラム（ユニクロ）」事業説明会に参加。 

平成24年5月  ・実施校としての決定を受け、今後のスケジュールについて生涯学習課学校支援係(増田容子氏)およびユニクロCSR部(鈴木翔子氏)との調整を開始。 

・ユニクロCSR部による生徒向けオリエンテーションを10月10日に実施することで合意。 

平成24年7月  ・増田氏のご尽力によりUNHCR（国連難民高等弁務官事務所）のスタッフ１名が10/10に来校し動機付けとして難民についてお話しをしてくださることに。 

平成24年8月  ・上記UNHCRｽﾀｯﾌの方が急な海外派遣のため来校不能に。代わりにUNHCRのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体「J-FUNﾕｰｽ」の学生5名が来校してくださることに。 

・地域からの衣服回収について地元町会（自治会），近隣小中学校，近隣保育園等に協力要請をする方向で検討を開始。 

平成24年9月  ・副校長より地域および異年齢交流の好機として近隣小中学校との連携を主軸にしたらどうかという提案があり検討を開始。 

平成24年10月  ・検討の結果、連携先を本校近隣の小学校5校とし、副校長に各小学校への打診を依頼。地元町会等への協力要請については今回は見送ることに。 

・近隣の4小学校（松枝小，陶鎔小，川口小，楢原小）より協力可能との回答をいただく。 

・プロジェクト名を「八王子北高校、服のちからプロジェクト」とし、上記4小学校へ改めて依頼状を送付。 

・ﾕﾆｸﾛCSR部(鈴木翔子氏)による全体ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝを体育館で、続いてJ-FUNﾕｰｽﾒﾝﾊﾞｰ5名による特別授業を各教室で実施。毎日新聞の取材が入る。 

平成24年11月  ・副校長とともに各小学校に出向き、プロジェクトの概要および訪問希望日について説明を行う。 

・各小学校からの回答をもとに生徒訪問日を12/20(木)に決定。訪問時間帯については各小学校の意向に沿わせていただくことに。 

・公開抽選により各クラスの担当小学校を決定。各クラスを7～8班に分け担当学級を決定。 

・班単位で訪問準備を開始（担当学年に応じたプレゼン内容の検討とポスターおよび衣服回収箱の作成）。 

平成24年12月  ・各小学校に保護者向けプリントの配布を依頼。 

・プレゼンの予行演習とポスターおよび衣服回収箱の完成。 

・クラスごとに小学校訪問を実施（本プロジェクトに関するプレゼンの実施とポスター掲示および衣服回収箱の設置）。 

平成25年1月  ・本校全学年（全職員）への呼びかけを行ない校内回収を実施。 

・集まった衣服を各小学校から回収（衣服回収箱の撤収を含む）。  

・学年生徒全員による選別作業と指定のダンボール箱への梱包作業（体育館にて）。  

・第1便として21箱（394kg）を発送。 ※当初目標は300kg。 

・第2便として38箱（698kg）を発送。 ※校内回収分および近隣の保育園，老人福祉施設，一般協力者からの分を含む。 

平成25年2月  ・最終便として8箱（122kg）を発送。総計67箱（1214kg）を達成。  

・班単位でお礼用のポスターを作成し各小学校(各学級)へお届けする。 

・ユニクロCSR部より送り先の第一候補がリベリア（アフリカ）の難民キャンプ（コートジボアール難民）であるとの情報を入手。 

・各小学校にお礼用の保護者向けプリントの配布を依頼。 ※校内ほか他の協力者の方々にもお礼の文書を送付。 

・各クラスにてまとめと振り返り（感想文）を実施。感想文（抜粋）を学年便り等に掲載する。 





ユニクロの全商品リサイクル活動については、下記をご覧ください 
  ●ファーストリテイリング ＣＳＲレポート ２０１２  
                http://www.fastretailing.com/jp/csr/report/  ２６～２７ページ 
  ●服のチカラ Vol.７ http://www.uniqlo.com/power_of_clothes/vol7/ 
 

別紙１　

具体的な活動例 活動のポイント

事前学習
・全商品リサイクル活動に
ついて
・難民について

・社会貢献、国際貢献の意義を学ぶ
・国際理解
・消費社会と環境について学ぶ　　　等

ワーク
ショップ１

自分たちにできることの話
し合い、
日程、内容、担当決め

・全クラスで同じ活動を行う
・クラス横断した係分担で行う
・生徒会活動として実施

・企画力、コミュニケーション力等の育成
・人間関係の構築　等

ワーク
ショップ２

広報

・ポスター等を作成して掲示
・地域の掲示板への掲示依頼
・地域の施設にポスターの掲示
を依頼

・地域との交流
・コミュニケーション力の育成　等

ワーク
ショップ３

回収

・文化祭等の回収する日程を事
前に周知し、校門の横や教室で
回収
・期間を決めた校内での回収と
ともに、地域の幼稚園や施設等
に回収箱を設置してもらい、生
徒が受け取りに行く。

・作業の体験

※ユニクロから全商品リサイクル活動や
　難民についてのパネル貸し出し可能

ワーク
ショップ４

選別、発送作業

・衣類の状況、性別・季節等で
分類
（痛んだ衣料は、繊維素材として
リサイクルします）
・難民キャンプへの発送準備

・作業の体験
（作業の効率化、丁寧さ、選別の判断　等）

※送料はユニクロ
が負担

ワーク
ショップ５

協力者への報告作成
・校内と校門前に掲示
・回収の協力者に渡す　等

・結果報告等、プレゼン力をつける
・礼儀（協力者への感謝、お礼）　　　等

企業と連携した社会貢献活動にかかわる学習支援プログラム（ユニクロ）　実施例

内容

　　　これまでに実施した複数の高校の事例を参考に作成しています

■その他（高校からの提案で上記のプログラムに追加して実施）
　　ビジネスコミュニケーション科、課題研究ＮＰＯ系の授業で、ユニクロがバングラデシュで実施しているソー
　シャルビジネスを紹介。ユニクロの商品開発の提案をテーマに、少人数のグループで話し合い、発表。

■『全商品リサイクル活動』　基本的な流れ

ユニクロの全商品リサイクル活動については、下記をご覧ください

●ファーストリテイリング ＣＳＲレポート ２０１２

http://www.fastretailing.com/jp/csr/report/ ２６～２７ページ

●服のチカラ Vol.７ http://www.uniqlo.com/power_of_clothes/vol7/



別紙２ 
地域教育支援部 生涯学習課 学校支援係 
増田 
ＦＡＸ：０３－５３８８－１７３４ （送り状は必要あり
ません。） 
メール：Yoko_Masuda@member.metro.tokyo.jp 

  平成２４年度  
    企業と連携した社会貢献活動にかかわる学習支援プログラム（ユニクロ） 応募用紙 

学校名 都立八王子北高等学校（課程：全日制）   

担当者職・氏名 主幹教諭（学年主任） 土 方 敏 行   

電話番号 ０４２－６２６－３７８７   

以下について、現時点で希望する内容、予定期間等について記入を
お願いします。 ☑ 

対象 

■学年     １学年（ ２００名  ５クラス） 

□生徒会活動 
□部活動 
（                              
  部  ） 
□その他 
（                                      ） 

導入する教科等 ■教科「奉仕」 □その他
(                               ）             

実施を希望する
期間 
（事前学習～報
告終了） 

 １０月～ ３月 

衣料回収期間 □文化祭（    月）   ■その他（ １０月～ １２月） 

実施したい内容 

全商品リサイクル活動（実施例に準じたもの）をメインテーマとして、奉仕
体験活動や社会貢献活動の意義や具体的な方法について学び、グルー
プを単位として実際にその活動を実践（体験）する。 

衣料回収を呼びかける範囲 
 ■校内   ■地域の学校や施設   ■その他（家族やご近所な
ど      ） 

以上のとおり、申込みます。 

平成24年3月29日 
東京都立八王子北高等学校長 
氏名  馬 場     寿                     

mailto:Yoko_Masuda@member.metro.tokyo.jp
mailto:Yoko_Masuda@member.metro.tokyo.jp




「八王子北高校、服のちからプロジェクト」概要 

 学校名 
とうきょうとりつはちおうじきたこうとうがっこう 

東京都立八王子北高等学校 

 担当者 
ひじかたとしゆき 

土方 敏行 

 教科 奉仕（総合的な学習の時間/八王子北高校、 服のちからプロジェクト） 

≪出張授業≫   

 出張授業 １０月１０日（水），13時20分～15時10分 

 対象 １年生 （199名） 

 枠組み 授業 （ 奉仕 ） 

 コメント ユニクロ、鈴木さん（服のチカラプロジェクト）とJ-FUNユースボランティア（世界の難民）による出前授業（計２時間）。 

≪告知≫   

 告知期間 11月～12月 

 告知方法 ・小学校保護者/教員⇒11月（学校便り等），12月（保護者会または学級にて保護者向け文書を配布）。 

  ・小学校児童⇒本校生徒による学級訪問（プレゼン・ポスター掲示・飾り付け済み回収箱の設置）。 
  ・地元の老人介護施設⇒先方担当者に一任。 
  ・本校校内（生徒・保護者・職員等）⇒ポスター掲示・文書の配布等。 
  ・地域協力者⇒本校担当者との直接連絡。 

 コメント 

※近隣４小学校（八王子市立松枝小，陶鎔小，楢原小，川口小）との連携（異年齢交流と地域連携）。 
※告知時期・方法は回収先によって異なります。 
 

≪回収≫   

 回収期間 12月20日（木）～1月31日（木）/予定  

 回収方法 ・小学校児童/保護者/教員⇒学級，昇降口，廊下等へ回収箱（飾りつき）を設置。 
  ・地元の老人介護施設⇒回収方法は施設側に一任（回収後に本校まで届けていただく）。 
  ・本校校内（生徒・保護者・職員等）⇒校内に回収箱を設置。 
  ・地域協力者⇒回収期間内に本校まで直接ご持参いただくか郵送(宅配便）を依頼済み。 
    

 コメント ※回収期間・方法は回収先によって異なります。 

    
≪全体の感想
≫ 
※手探り，泥縄状態でのスタートではありましたが、近隣小学校４校との連携体制が整い、本校生徒が直接教室にお邪魔して児
童に協力依頼をする機会を得ることができました。これにより、小学校児童との異年齢交流という貴重な機会にも恵まれ、11月以
降は各クラス（各班）が担当小学校（担当学年・学級）ごとに分かりやすいプレゼンを行うための準備(プレゼン原稿・ポスター制作・
回収箱の製作等）に追われています。12月20日(木)の訪問に向け、目下追い込み作業中です。 
 
※生徒が予想以上に熱心に取り組んでくれており、正直驚いているというのが担当者の感想です。地域を巻き込んだかたちで実
施できる「八王子北高校、服のちからプロジェクト」が本校の今後の「奉仕」のひとつの流れになればと考えています。今後とも、ど
うぞ宜しくお願いいたします。 



平成24年度 第1学年 「奉仕(総合的な学習の時間）」後期指導計画(10/1訂正版) 

月      日 曜 ＬＨＲ（5時間目） 奉仕/総合（6時間目） 時数 学校行事 奉仕(総合的な学習の時間)活動内容 

考査後（夏休み）   第10回 4 １学期計 20時間 身近な職業調べ(取材＋ﾎﾟｽﾀｰ製作) 

9月5日 水 文化祭準備       

9月7・8日         文化祭   

9月12日 水 文化祭の感想文 第11回 1   2学期の奉仕と防災宿泊訓練について 

9月19日 水 2年次必選説明会（全体） 第12回 1   防災宿泊研修準備&VTR(仕事ハッケン伝） 

9月26日 水   第13回 1   防災宿泊研修準備&VTR(仕事ハッケン伝） 

9月28日 金 第14回 2 防災宿泊研修 ⑤⑥講演(災害関係)・講習(救急関係)/100人ずつ交代で 

10月3日 水 生徒会役員選挙（立会い 
演説会・投票） 第15回   生徒会役員選挙 防災宿泊研修振り返り/感想文 

10月10日 水 第1５回(ﾕﾆｸﾛ＆J-FUNﾕｰｽによるｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ) 2   服のちからﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ(1)ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ① 

10月17日 水   第1６回 1   服ちかＰ(2)ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ② 

１０月２３～２６日         中間考査   

10月31日 水   第1７回 1   服ちかＰ(3)VTR鑑賞（鈴木亜美×ｱﾊﾟﾚﾙ業界） 
11月7日 水 生徒総会   生徒総会   

11月14日 水   第1８回 1   服ちかＰ(4)担当小学校の決定＆班編成 

11月21日 水   第１９回 1   服ちかＰ(5)訪問準備① 

11月28日 水 第2０回 2   服ちかＰ(6)訪問準備② 

１２月４日～７日         期末考査   

12月12日 水  第2１回  2   AED講習会（国士舘大学） 

12月19日    第22回  2   進路ガイダンス（卒業生） 

考査後    第23回  12 ２学期計 29時間 服ちかＰ(７)小学校訪問（準備含む） 

1月9日 水 合唱練習 第24回 1   服ちかＰ(８)小学校訪問振り返り 

1月16日 水 第25回 2   服ちかＰ(９)衣類とダンボールの回収(各小学校へ) 

1月23日 水 合唱練習 第26回 1 卒業考査 服ちかＰ(10)衣類選別・梱包作業(各クラス) 

1月30日 水 合唱練習 第27回 1   服ちかＰ(11)小学校お礼用ポスター制作 

2月6日 水       マラソン大会   

2月13日 水 合唱練習 第28回 1   服ちかＰ(12)校内用ポスター制作② 

2月14日～15日   合唱練習 第29回 1 2学年修学旅行 服ちかＰ(13)校内回収作業 

2月16日   合唱練習 第30回 1   服ちかＰ（14）選別梱包作業 

2月20日 水 合唱練習 第31回 1   服ちかＰ（15）まとめ(振り返り) 

2月27日 水 合唱練習       

３月４日～７日 水       学年末考査   

考査後   合唱祭   ３学期計 9時間   

        合計 58時間   
※「奉仕(服のちからﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)」で訪問予定の小学校は、松枝小・楢原小・川口小・陶鎔小の４校です（12/20に訪問予定）。 
※3学期に、衣料品の校内回収(生徒・教員)を行います。ご協力のほど、宜しくお願いいたします。 



平成 24年 12月 3日 

八王子市立松枝小学校 

保護者のみなさまへ 

東京都立八王子北高等学校 

学校長 須貝 德成  

 

「八王子北高校、服のちからプロジェクト」へのご協力のお願い 

 

 年末の慌しい季節となりました。松枝小学校の保護者のみなさまにおかれましては、益々ご清祥の

こととお慶び申し上げます。また日ごろは、本校の教育活動に格段のご理解とご協力を賜り誠に有難

うございます。 

さて、本校第 1学年では、教科「奉仕」の授業の一環といたしまして、この 11月より社会貢献（国

際貢献）をねらいとした「八王子北高校、服のちからプロジェクト」に取り組んでおります。  

本プロジェクトの概要は、本校関係者や地域のみなさまから不要となった衣料品を回収させていた

だき、それを株式会社ファーストリテアリング（ユニクロ）CSR部、および国連難民高等弁務官事務

所（UNHCR）のご協力により、衣服の購入もままならない海外の難民(避難民)キャンプの方々へお

届けし役立てていただくというものです。 

つきましては、ご家庭に眠っておられる不要の衣料品（子ども用，大人用）がございましたら、ぜ

ひとも本プロジェクトにご提供いただきたく何卒宜しくお願い申し上げます。 

なお、松枝小学校様より、来る 12 月 20日(木)に本校生徒が 1年生から６年生までの各教室にお邪

魔して本プロジェクトに関する説明をさせていただくことをお許しいただいております。児童のみな

さまに本プロジェクトについてできる限り分かりやすくお話しさせていただけるよう、目下準備を進

めております。保護者のみなさまのご理解とご協力を重ねてお願い申し上げます。また、衣料品回収

に関する詳細につきましては、下記をご参照いただければ幸いに存じます。以上、何卒宜しくお願い

申し上げます。 

－ 記 － 

 

＜回収対象の衣料品＞ 洗濯済みの大人用衣服上下および子ども用衣服上下(幼児用含む) 

           例)セーター・スラックス・Yシャツ・カジュアルシャツ・フリース上/下・ 

ブレザー(制服可)・スカート・ワンピース・オーバー(コート)類・ジャー 

ジ(スウェット)上/下・パーカー・ジャンバー・トレーナー・ポロシャツ等 

＜回収対象外のもの＞ ①衣服以外のもの（下着・靴下・マフラー・ストール・手袋・帽子・靴・サ

ンダル・バッグ・ベルト等は回収対象外です）。 

           ②衣服であっても汚れや破損がみられるもの（シミの目立つもの，擦り切れ

のあるもの，毛玉が多いもの，黄ばみがひどいもの，異臭や悪臭のあるも

の）、その他二次使用に耐えないもの。 ※衣服が人の尊厳や人格を保つた

めに大切な役割を担うことをふまえ、支援物資として適当かどうかをご判

断いただければ幸いに存じます（UNHCR資料より引用）。 

＜回収日と回収場所＞ 平成 24年 12月 21日(金)，25日(火)，平成 25年 1月 8日(火)，9日(水)，10

日(木)，11日(金)，15日(火)の計 7日間。12月 20日(木)の教室訪問の際に衣

服回収箱を貴校昇降口内に置かせていただきます。衣服回収箱は 1 月 16 日

(水)午後に本校生徒が貴校まで回収に伺います。 

＜問い合わせ先＞    東京都立八王子北高等学校 第１学年主任 土方敏行（ひじかたとしゆき） 

            電話；０４２－６２６－３７８７（FAX；０４２－６２７－０１７４） 







最終結果報告 2012/2/15 重量 箱数 

① ② ③  箱数  重量(kg) total 2/13計量 

子ども 
（ｷｯｽﾞ） 
（ﾍﾞﾋﾞｰ） 

春夏（SS） 12.5 255   255 12.5 12 子ども10kg 

秋冬(FW) 15.5 266 266 15.5 15 大人94kg 

男性 
（ﾒﾝｽﾞ） 

春夏 
（SS） 

上 2.5 42   42 2.5 2 対象外18kg 

下 1.5 26   26 1.5 1 

秋冬 
(FW) 

上 9.5 159   159 9.5 7 

下 2.5 50 50 2.5 2 

女性 
（ｳｨﾒﾝｽﾞ） 

春夏 
（SS） 

上 4 81 81 4 4 

下 2 45 45 2 2 

秋冬 
(FW) 

上 13.5 221 221 13.5 12 

下 2.5 51 51 2.5 2 

対象外(ﾘｻｲｸﾙ生地) 2 34 34 2 1 

合計 68箱 1230kg 1230 68 

kg 箱 

★お疲れさまでした！ 










